
20 バックヤードへようこそ！ 

  

当館内の図書室「考古学情報プラザ」の前にあるらせん階段を下り、地下１階に行くと、「バック

ヤード見学デッキ」や、「収蔵展示」の戸棚の奥にある窓から、地下２階にある博物館のバックヤー

ドをのぞき見ることができます。 

「考古学情報プラザ」前の地下へ降りるところ        バックヤード見学デッキ」 

 

 さて、「バックヤード」って何でしょう？ 

 英語の辞書（デジタル大辞泉）をひいてみると 

１ 裏庭 

２ 背景、バックグラウンド 

３ 店舗内で、売り場ではない場所。倉庫や作業  

場、調理場など。 

とありますが、ここでは、３の意味です（店舗 

ではないですが）。 

 

収蔵展示とその左奥の収蔵庫 

 

 当館のバックヤードには、たくさんの出土品が詰まった収蔵庫や、出土品の復元・実測といった整

理作業をするスペースが広がっているのです。 

 

収蔵庫               出土品の作業がのぞけるデッキ 
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当館の地下２階では、 

①出土品の土の洗い流し（洗浄） 

②破片を並べて組み合わせ（接合） 

③もとの形にもどす（復元） 

③細かく観察して図面を書く（実測） 

④写真の撮影（写真撮影） 

⑤そのままでは形を保てない金属器や木製品の保存処理 

といった、地道な作業を積み重ね、 

⑥原稿執筆、編集作業 

を経て、遺跡ごとに「報告書」という形で発掘調査の成果を公開します。 

そして、 

⑦きちんとした台帳づくり 

⑧収蔵庫に収納 

までの作業を行っています。 

 

「Staff Only」の向こう側･･･          「staff only」の向こう側へ出発！ 

 

 発掘では莫大な量の土器や石器、金属器、木製品が出土しますが、常設展示や収蔵展示に並んでい

るのはほんの一部。それ以外は、氷山の海に沈んでいる部分のように大量の資料がバックヤードに控

えていて、特別展や企画展で皆さんに見てもらえる機会を待っています。 

 

 また、発掘当初は何だかよくわからなかった小さな破片が、その後の研究の進展によって、貴重な

資料の一部であることがわかったり、たくさんの資料と比較検討することによって、地域の歴史や

人々の暮らしの一面を明らかにする手がかりとなったりもします。 

 

こうした博物館の裏側は、収蔵展示の奥の扉に書かれているようにいつもは「Staff Only」（関 

係者以外入れません）ですが、この扉を開けて特別に見学できる機会があります。 

 

それが「バックヤード見学ツアー」です。 
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       「これ、どうやるの？」             たくさんの資料 

 

 

 水族館でも、魚やイルカなどを美しく見せる表側と、それらを支える裏側があります。 かなりの

水族館では、この裏側に入って、水槽のメンテナンスや設備、飼育などを見学することが出来る「バ

ックヤード見学ツアー」が催され、こどもにも大人にも大人気です。 

 

 当館でも、毎年、夏休みの期間にバックヤード見学ツアーを行っていて、日頃はガラス越しに眺め

ているバックヤードに入り、整理作業などを間近に見学していただき、たいへん好評です。 

 今年度は新型コロナウイルス感染症予防のため開催できませんが、来年はぜひ参加してみてくださ

い。 

（学芸課 菱田淳子） 
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